
第７６回 連携会議記録

日時 ２０１６/ ９/ ２３ 14：00～

会場 市庁舎 402 号会議室

参加者数 １７／２４

会議の記録

協議題１ 石協研２次研究協議会レポートについて

1 年間の取り組み報告が今回のメイン。

・市配分予算の配分調整は今年度も学校からの要望に基づき教育委員会に要望するが、

２年目の運用。これ以外にも何か方法がないか模索していく。

・印刷関連費の数値化と、新プリンター導入、レンタルプリンター導入にかかわる変化

の追跡、スキー学習、今年はじめての取り組みとして児童生徒ひとりあたりの配分予算

の推移について取り組みを行った。

前年度の成果としては、ブラスバンド楽器購入の追加配分、図書館消耗品予算の措置、

学校配分予算の配分調整により、カーテンクリーニングが実施できた

教材費の全額を公費化要望することを目標に、ボリュームのある資料となったが

・学校徴収金の未納を改善するために、学用品費の引き去りなどを検討した。市教委の

中で意見がまとまらず、もう 1 年かけて取り組みを行っていくこととなった。

2016 年より、学用品費の一部校長口座振り込みが可能になった。

・領域（実務）実践シートによる実践交流は一時期交流が途絶えていたが、息の長い取

り組みにしていきたいと考えている。

・スキー学習バス代補助限度額の引き上げ要望の取り組みについては調査結果に基づく

実態交流によって、バス代の高騰により、保護者負担が増えていることが分かった。補

助限度額の上限引き上げや 2 回分のバス代確保、スクールバスの弾力的運用などを求め

た。

協議題 2 「保護者負担調査」の交流について

特別支援の実験・実習費が高い学校が多い。

この内容が、校外学習などに使われている場合もあるし、特別支援の学級が独自でやり

たがっている場合もある。

特別支援に関しては、生活に即して活動を行っているので、道具など使用する場合が多

く、きちんと見ていく必要があると思われる。

例）新 1 年生入学時集金：道具箱の中の単品や、ねんど、はさみ、絵の具セットなど。

どこまで集めるかによって金額が違うので、一概に比較できない。（集金せずに各自購入

の場合もあり）

修学旅行の金額については、就学援助費の支給限度額を一定の目安と考え決定していく

必要があるのではないか。



協議題 3 学校配分予算調査について

10 月 5 日（水）までに提出。

中学校については採択替特別配分を抜いた金額で記入してほしいと委員会から要望あ

り。何かあれば事務局まで。

実践交流

浜益小学校より→時間の都合で次回

連絡事項

時間の関係で割愛

＜北海道大学教育学部 インタビュー調査について＞

今回、北海道大学教育学部の学生が卒業論文の調査として同席した。

事前に質問シートをいただき回答を行ったが、資料外の質問については下記。

・公費、私費区分の内規を作っているところはありますか？

→書面になっているものはない。委員会からは口頭伝達のみ。もし内規を定めるなら、

職員会議で提案して、校長が責任を持つ、という形になるだろう。

・公費と私費の区分を分ける難しさを実感した。

・保護者負担調査について、小学校のワーク、ドリルの金額の差は？

→担当の教員の選定によって差が出てくる。学校力向上に割当たっている学校はドリル

の出版社を揃えたりしているが、同じ業者でも差は出る。

・小学校の実験実習費、厚田中が安くなっているのはなぜ？

→私費負担になっているものを、公費負担にしたため。

・学校規模によって公費化する難易度はちがうのか

→学校規模で難易度が変わる、とは単純に言い切れない。

・小学校の算数セットは全部の学校が単品で買っている？

→わりと多い。お下がりを回収したり、学校で集めて生徒分確保し、私費負担をなくし

た事例もある。


